
独立行政法人国立特別支援教育総合研究所特別研究学生等受入規則

平 成 １ ３ 年 ４ 月 ２ 日

制 定

平成１６年３月３１日改正

平成１９年３月３０日改正

平成２１年１２月１５日改正

平成２３年１２月１３日改正

平成２５年３月２９日改正

平成２８年４月１日改正

（総則）

第１条 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（以下「研究所」という。）において，特別

支援教育に関し研究を希望する者があるときは，以下により受入れることがある。

一 特別研究学生

二 特別研究員

三 日本学術振興会特別研究員（PD）（以下「学振研究員」という。）

（定義）

第２条 特別研究学生は，大学院設置基準（昭和４９年文部省令第２８号）第１３条第２項に

規定する「研究所等において必要な研究指導を受けることを認め」られた学生であって，理事

長が受入れを承認した者をいう。

２ 特別研究員は，大学の学部を卒業した者又は理事長がこれと同等以上の学力があると認め，

受入れを承認した者をいう。

３ 学振研究員は、日本学術振興会の特別研究員（PD）に採用されている研究者又は研究所を

研究に従事する予定の機関として日本学術振興会の特別研究員（PD）へ申請を行おうとする

研究者であって、理事長が受入を承認した者をいう。

（研究の申請等）

第３条 特別研究学生の受入れを希望する大学の長は，特別研究学生受入依頼書（別紙様式１）

に本人の特別研究学生受入申請書（別紙様式２）を添えて理事長に申請するものとする。

２ 特別研究員として受入れを希望する者は，特別研究員受入願書(別紙様式３）に，次の各号

に掲げる書類を添えて理事長に申請しなければならない。

一 履歴書

二 大学院に在学中の者については，大学院の研究科の長の推薦状

三 官庁，公私立団体に就職している者については，所属長の推薦状

３ 学振研究員の受入れを希望する研究所職員（以下「受入職員」という。）は，日本学術振興

会特別研究員受入願書（別紙様式４）に，次の各号に掲げる書類を添えて理事長に申請しなけ

別紙２



ればならない。ただし，研究所を研究に従事する予定の機関として日本学術振興会の特別研究

員（PD）へ申請を行おうとする者は，理事長が別に定めた手続きを行うこと。

一 履歴書

二 日本学術振興会特別研究員として採用されていることを証する書類

（許可）

第４条 前条各項の申請があったときは，理事長は，申請の内容が適当であり，かつ，研究所の

運営に支障がないと認める場合に承認するものとする。

（研究指導の方法）

第５条 理事長は，第３条第１項の申請を承認した場合は，特別研究学生毎に，当該研究課題及

び研究計画等を考慮して研究指導を担当する職員（以下「研究指導者」という。）を選任し，

当該学生の研究指導に当たらせるものとする。

２ 理事長は，第３条第２項の申請を承認した場合は，特別研究員毎に，その研究事項を考慮し

て研究指導者を選任し，当該特別研究員の研究指導に当たらせるものとする。

（受入期間）

第６条 特別研究学生の受入期間は，通算して１年以内とし，特別研究員の研究期間は，１カ月

以上１年以内とする。

（指導状況記録の作成等）

第７条 研究指導者は，特別研究学生の受入期間が終了したときは，特別研究学生指導状況記録

（別紙様式５）を作成し，理事長に提出するものとする。

２ 理事長は，特別研究学生の求めに応じ，前項の指導状況記録又はこれに基づいて作成された

指導状況等の報告書を交付するものとする。

（所内規則等の遵守）

第８条 特別研究学生，特別研究員及び学振研究員は，研究所の所内規則等を遵守しなければな

らない。

（施設等の利用）

第９条 特別研究学生，特別研究員及び学振研究員は，研究所の業務に支障がない範囲において，

研究所の了解の下に施設及び設備を利用することができる。

（経費）

第１０条 特別研究学生，特別研究員及び学振研究員の研究に要する諸経費は，原則として自己

負担とする。



（研究成果の報告）

第１１条 特別研究員及び学振研究員は，研究期間が終了したときは，直ちに研究の成果をそれ

ぞれ研究指導者又は受入職員を経て理事長に報告しなければならない。

（研究発表）

第１２条 特別研究員及び学振研究員は，研究所における研究の成果を発表しようとするときは，

それぞれ研究指導者又は受入職員を経て理事長の許可を得なければならない。

（身分の取消し）

第１３条 特別研究学生，特別研究員及び学振研究員が次の各号の一に該当するときは，理事長

は，当該特別研究学生，特別研究員及び学振研究員の受入れの承認を取り消すことがある。

一 成業の見込みがないとき。

二 研究所の秩序をみだす行為があったとき。

（事務）

第１４条 特別研究学生，特別研究員及び学振研究員に係る事務は研修情報課の協力の下，総務

企画課において処理する。

附 則

この規則は，平成１３年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成１６年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成１９年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成２１年１２月１５日から施行する。

附 則

この規則は，平成２３年１２月１３日から施行する。

附 則

この規則は，平成２５年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成２８年４月１日から施行する。



別紙様式３（第３条関係）

特 別 研 究 員 受 入 願 書

独立行政法人国立特別支援教育総合研究所理事長 Ẋ

ఫ 所

Ặ ྡ ༳

下記のとおり㈗研究所の特別研究員として受入れを希望しࡲすので，承認願いࡲす。

記

Ặ ྡ

（所属࣭職ྡ） （ ）

研 究 指 導 者 ྡ

（所属部等） （ ）

研 究 期 間 平成 年 月 日㹼平成 年 月 日（㐌 日）

研 究 課 題

㐣ཤに行った研究等

特 記 事 項

（研究発表等）

備考 特記事項ḍには，研究指導に関して本研究所に希望する事᯶な࡝を記入してࡃださい。
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